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高等学校生物は， 2012年度から新課程が導入されている。そのため，様々な影響が学校に現れてき

ている。特に，新課程が導入されたことにより，生徒らに強い影響がある単元とその内容がどのよう

に変容しているかを新編生物基礎と生物基礎の 2種の教科書を比較することによって分析し，その分

析内容をもって生徒に資するべく授業の方向性を探った。その結果，両教科書には細胞分野，免疫分

野に発展的内容の重複があり，一方の教科書のみに記載されていることが多い用語は生態分野が多い

ことが分かった。また，用語や表現が変更されており，旧課程での指導法では，麒輛がでる恐れがあ

る。当面は様子を見るため複数の教科書を比較しつつ，授業を進めていかなければならない。

1 . はじめに
2009年 3月に公示された高等学校学習指導要領は，

2013年度の第 1学年から学年進行で実施されている。一

方，高校理科の生物においては 1年前倒しの 2012年度の

第 1学年より導入された。旧過程から科目名称・単位数・

単元・カリキュラム・試験・模試の変化があり，授業が

変わってきている。高校生物の今後の授業がどのように

なるのか，その方向性を探るとともに，その内容を考察

する。

2 前提として変わるもの
2009年の公示から， 2012年度の導入までの間に学校は

様々な対応を求められた。変化を表 1に記した。①につ

いてはこれまで生物 I' 生物IIであったものが，新課程

では生物基礎，生物に変更された。生物基礎と生物の名

称が類似しており，混同されやすいため， 「生物基礎と

基礎なしの生物」， 「生物基礎と専門」あるいは「基礎

と専門」と呼ばれたりしている。本小論では以後，基礎

と専門と呼ぶ。②については生物 I' 生物IIがそれぞれ

3単位だったものが基礎 2単位，専門 4単位に変更され

た。その結果，③のセンター試験が変わり，基礎 2科目

を60分で解答する場合と，専門を 60分で 1科目，また

は 130分で専門を 2科目解答する場合があるとなった。

生物は基礎であれば，必ず他科目と抱き合わせで解答す

ることになる。④の二次試験はこれまで北海道大学，京

都大学，九州大学の医学部が物理，化学，生物の 3科目

を受験に必須科目として挙げていたが，九州大学以外は

これをやめて 2科目で受験可能とした。その他の大学で

も，今回の新課程導入を機に，入試科目の見直しが行わ

れたと考えられるが，特に目立った入試科目の変更はな

いように考えられる。 2次試験の内容は，旧課程で選択

学習する単元「生物の分類と進化」 「生物の集団」は，

旧課程で，必須問題として課している大学があり，かつ，

学習内容外のことも知識問題として出題する大学があっ

た。しかし，新課程では選択学習する単元がなく，専門

の内容も増加したため，より 2次試験に適したカリキュ

ラムが組みやすいと考えられる。②～④の変更を受け，

⑤の当校のカリキュラムが変更され，高校 1年次で化学

基礎2単位修得，高校 2年次で物理基礎，生物基礎，地

学基礎 2単位ずつを 2科目修得することで合計 3科目の

必履修科目の単位数を確保することになった。高校 3年

次では，多くの生徒が専門を 2科目 8単位学ぶか，基礎

を2科目 4単位さらに学ぶことになっている。高校 2年

次まで基礎しか学ばないため，学研が主催する 1月末の

校外マークテストでは，専門でなく基礎で受ける。その

ため，学研は新たに理系基礎という科目が新設された。

理系基礎は本来ならば理系に進む生徒はセンター試験で

表 1 新課程になり変化したもの

項目 変化した内容

①科目名称 「生物 I, 生物II」から「生物基

礎，生物」

②単位数 「それぞれ 3単位」から「 2単位

と4単位」

③センター試験 「生物 Iを60分」から「基礎 2科

目を 60分，生物を 60分」

④二次試験 入試理科 3科目必要校減少

⑤当校カリキュ 高校 1年次化学基礎， 2年次物理

ラム 基礎，化学基礎，生物基礎のうち

2科目履修

⑥校外模試 理系基礎の新設
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